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連結財務情報

会社概要／株式の状況

❶
❹
❺
❼
❾



中 間 期 の 業 績 当中間期（百万円） 前中間期（百万円）

受 注 高 31,270 34,221

売 上 高 28,891 26,952

営 業 利 益 1,918 1,281

経 常 利 益 1,986 1,370

中 間 純 利 益 1,306 865

上半期の業績はいかがでしたか？Q

当社グループの上半期連結業績は、受注高
31,270百万円、売上高28,891百万円、営業

利益1,918百万円、経常利益1,986百万円、中間純利
益1,306百万円となりました。
　当中間期は、受注につきましては、産業設備工事で
前年同様に高水準の受注量を確保できたものの、一般
ビル設備において、前年に比べ大型案件の受注が減少
したことから、全体としては前年を下回る結果となりま
した。
　収益につきましては、前年から繰り越した手持工事
が順調に進捗したことから売上高は増加いたしまし
た。利益につきましても、売上高の増加に加え、原価低
減等により工事採算性が改善されたことから、前年に
比べ増益となりました。

A

Q 上半期の取り組みについて教えてください。

当期は、中期３か年事業計画の２年目にあたり、
最終年度目標の達成に向けた重要な１年と位A

下半期の見通しを教えてください。

下半期につきましては、新興国経済の減速や英
国のＥＵ離脱選択に起因する成長鈍化が懸念さ

れ、また、米国大統領選挙の結果が世界経済に与える
影響は現在のところ不透明であり、今後も予断を許さ
ない状況が続くことが予想されます。国内経済につき
ましては、設備投資と雇用・賃金の緩やかな増加基調
が維持される見込みであることから、力強さを欠きな
がらも緩やかな回復軌道が見込まれます。
　建設業界におきましては、今後も産業設備工事にお

Q

A

　株主のみなさまには、平素より格別なるご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　さて、テクノ菱和グループは、このたび第68期（平成28
年4月1日から平成29年3月31日）の中間決算が終了
いたしましたので、ここにご報告申し上げます。

代 表 取 締 役 社 長
株式会社テクノ菱和

H i d e h i k o  K u r o d a

（注） 本報告書において、中間（当期）純利益は「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」を指します。

経営理念

「空気と水のテクノロジー」を通じて
環境にやさしい生活空間の創造を目指す。
環境エンジニアリングを中核事業とし、
ひろくお客様から「信頼」される企業を目指す。
人材の育成・教育を重視し
働き甲斐のある企業を築き、社会に貢献する。

行動規範三訓

逞しい心身の鍛錬
意志疎通の徹底
技術力の研鑚

ごあいさつ トップインタビュー Top InterviewMessage

上半期の建設業界を取り巻く経営環境は
いかがでしたか？
当中間期におけるわが国経済は、雇用・所得環
境の改善を背景として個人消費の底堅さが見ら

れ、緩やかな回復基調で推移したものの、新興国を中心
とした海外景気の減速懸念や英国のＥＵ離脱問題など
のリスクを抱えるなか、円高進行に伴い、企業収益の改
善に足踏みが見られることから、先行き不透明な状況が
続いております。
　建設業界におきましては、製造業における設備の維
持・更新需要は底堅く推移しており、補正予算による公
共投資の持ち直しも見られることから、堅調な受注環境
が続いております。

Q

A

トップインタビュー

置づけております。目標達成のために、当期に新たにス
ローガンとして掲げた「自分の１年間の足跡を残そう」
という課題を全役職員が実践し、一人ひとりがより自発
的に、より能動的に業務に取り組んだことにより、当中間
期の業績を確保できたと考えております。
　具体的な取り組みとしては、従来から得意とする設備
改善工事の需要を確実に取り込むため、引き続きライ
フサイクル一貫ソリューションビジネスを推進するとと
もに、医薬関連分野を中心とした産業設備への提案型
営業の強化を図ることで受注量の確保に努めてまいり
ました。
　また、海外事業におきましては、インドネシア共和国に
現 地 法 人PT.TECHNO RYOWA ENGINEERINGを
新たに設立し、昨年開設したミャンマー事務所と共に、
東南アジア地域での事業基盤の確立を推進してまいり
ました。
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株主のみなさまへの
メッセージをお願いします。
当社は、中長期経営ビジョンおよび中期３か年事
業計画達成に向けた施策のなかでも、医薬関連

を軸とする産業設備分野での受注獲得と収益確保を最
重要課題として位置づけております。企業業績の回復
が鈍化するなかでも、当分野における設備投資需要は
底堅く推移すると予想されます。当社といたしましては、
今後も専門技術の蓄積や関連商品の開発などに取り組
み、当分野での優位性を保つことで、景気に左右されに
くい安定した経営基盤の確保に努めてまいります。
　当期末の配当金につきましては、１株につき９円とし、
年間では前期より１円増配の１株につき18円とさせて
いただく予定にしております。
　当社グループのより一層の発展に向けて全力で取り
組んでいく所存でございますので、株主のみなさまにお
かれましては、今後ともご指導賜りますようお願い申し
上げます。

インドネシア現地法人の設立について

本 年 4月にインドネシア共 和 国ジャカルタ市において現 地
パ ートナ ー 企 業との 合 弁 会 社となるPT.TECHNO RYOWA 
ENGINEERINGを設立いたしました。当社グループ企業として当
中間期より連結子会社化いたしました。現地法人の設立を通じて今
後も海外事業の拡大を目指してまいります。

設 　 　 立 2016年4月

所  在  地 インドネシア共和国ジャカルタ市

営 業 種 目 空調衛生設備工事業

資  本  金 60億ルピア（当社出資比率：66.7％）

ＴＯＰＩＣＳ

ける設備の維持・更新需要は底堅く推移すると想定さ
れますが、2020年の東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催に向けたインフラ整備の本格化に伴い、今後は
徐々に人手不足によるコスト上昇圧力が増してくるこ
とが懸念されます。
　当期の連結業績見通しにつきましては、手持工事が
順調に進捗し工事粗利益率も期初見込みと比べ改善
傾向にあることから、10月28日に業績予想を上方修
正し、利益につきましては、前期とほぼ同水準の業績を
見込んでおります。

トップインタビュー 施工実績 AchievementsTop Interview

Q

A

当 期 の 見 通 し 当期末予想（百万円） 前期末実績（百万円）

受 注 高 59,000 64,547

売 上 高 61,400 58,032

営 業 利 益 3,330 3,440

経 常 利 益 3,450 3,669

当 期 純 利 益 2,160 2,265

本物件は、ひとつの敷地に小学校
と中学校を併設した、豊島区初の
校舎併設型小中連携校です。「連
携・交流の拠点」「防災の拠点」「緑
の拠点」をコンセプトに、学びの場
のみならず、地域の防災拠点とし
ての役割も担います。空調設備は
子供たちの生活環境に配慮しつ
つ、木々をふんだんに使用した教
室に調和する設備を採用し、地域
に親しまれる環境設備を備えた施
設となっています。

池袋本町地区校舎併設型小中連携校

概 要
完成年月 2016年6月

施 工 地 東京都豊島区

建物用途 学校

延 床 面 積 17,271.41㎡

物件形態 地上4階他

工事範囲 空調設備工事

本物件は､老朽化が進んだ学校給
食センターの建替えに伴い、学校
給食の提供をはじめ､食のまち富
士宮にふさわしい「食育」と「食の
まちづくり」を推進する施設として
市民が交流できる食の拠点とな
るように建設されました｡屋上機
械置場には、各機器の日常点検を
考慮して、メンテナンス歩廊を設
置し、また光触媒装置を用いた厨
房排気脱臭装置を組込むことによ
り、周辺環境にも配慮した設備設
計となっております。

富士宮市立学校給食センター

概 要
完成年月 2016年9月

施 工 地 静岡県富士宮市

建物用途 給食センター

延 床 面 積 4,991.03㎡

物件形態 地上2階

工事範囲 空調設備工事

本物件は、同社のイノベーション研
究所として位置づけられ、美と健
康の両領域における基礎研究をは
じめ、さまざまな分野での革新的
な研究を行う開発拠点です。主に
空冷パッケージエアコンを主体と
した個別空調方式を採用し各研究
室の温度・湿度管理を行っており、
空冷モジュールチラーおよびエア
ハンドリングユニットで外気を処理
し、各研究室の局所排気に対応、
室内圧力を制御しております。

株式会社ファンケル総合研究所第二研究所

概 要
完成年月 2016年5月

施 工 地 神奈川県横浜市

建物用途 製薬研究所

延 床 面 積 1,764.90㎡

物件形態 地下2階地上2階

工事範囲 空調・衛生設備工事

本物件は、同社の精機事業の新
たな拠点として建設されました。
３棟からなる建屋のうち生産工場
である１、２号館は渡り廊下で結ば
れ、広大なクリーンルーム施設が
配置されています。当社は、確認
申請から建築、電気、空調衛生設
備および外構の各工事を施工し、
竣工後の保守・メンテナンスを含
めたライフサイクル一環ソリュー
ションを実践しております。

株式会社宮城ニコンプレシジョン大河原事業所

概 要
完成年月 2016年9月

施 工 地 宮城県柴田郡大河原町

建物用途 工場

延 床 面 積 5,812.21㎡

物件形態 地上1階他

工事範囲 建築・電気・空調・衛生設備工事
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1 1
「環境のトータルエンジニアリング」企業である
私たちテクノ菱和の技術をみなさまにご紹介いたします。

医薬品ＧＭＰ・バリデーション医薬関連技術

「中期３か年事業計画」の基本方針に示すとおり、当社は医薬品製造分野等の産業設備分野での
シェア拡大に注力しております。今回は医薬品製造工程のなかで、重要なキーワードとなる「医薬
品ＧＭＰ・バリデーション」についてご紹介いたします。

ＨＥＰＡリーク検査をより確実かつスピーディーに。
フィルターの検査・交換履歴も含めた
総合的なフィルター管理をサポートします！

医薬品製造工場向け技術の開発

HALiSCANNER操作の様子

　医薬品製造工程におけるクリーン環境を保証するには、各所に設置された
「ＨＥＰＡフィルター」の定期的な性能検証と管理が不可欠です。当社はバリ
デーション作業におけるフィルターリーク検査の省力化と信頼性の確保に
取り組み、従来開発品を大幅に刷新し、「HALiSCANNER（ハリースキャナー）」を 
開発しました。

製
品
の
特
長

◆ 高い信頼性と軽量・コンパクト化を両立
検査作業員一人でも設置できる軽量設計。さまざまな設置場所に対応できます。
作業員の経験に頼った検査に比べ、より信頼性の高い結果を得ることができます。

◆ 総合的なフィルター管理
フィルターごとに登録したＱＲコードを利用し、検査・交換履歴などの情報を把握する
ことで、トレーサビリティを含めた総合的なフィルター管理ができます。

◆ 作業の省力化とコスト削減
検査情報はリアルタイムで加工・管理されますので、ドキュメント制作作業が省力化
できることから、バリデーションに係るトータル時間の短縮とコストの削減ができます。

医薬品製造工場向け
ＨＥＰＡフィルター自動リーク検査・管理システム
ＨＡＬｉSCANNER（ハリースキャナー）

本年6月、東京ビッグサイトで開催された、医薬・化学
品関連技術の大型展示会「第29回インターフェック
スジャパン」に出展いたしました。当社は専用ブースにて

「ハリースキャナー」を展示し、ご来場のお客様からご好
評を頂きました。

第29回インターフェックスジャパンに出展しました。

医薬品ＧＭＰとは？
Good Manufacturing Practiceの略称であり、医薬品製造における製造過程や要件を定めた「医薬品の製
造管理及び品質管理に関する基準」を指します。

Q

バリデーションとは、「医薬品の製造過程において、設備や工程、製造方法が適切であることを保証し」、「常に均
質の製品を製造できることを検証する」ことであり、GMPに準拠して製造設備設置後も定期的にその性能検
証を行うことを指します。

バリデーションとは？Q

　当社の事業分野では空調処理システム、製造用水供給システム等がバリデーション管理の対象となっています。
当社は医薬品製造施設向けのクリーン環境の設計・施工・メンテナンスとともに、ＧＭＰおよびバリデーションに
対応した関連技術の開発を進めることで、お客様へのトータルサポートを実現しております。

■ 当社の役割

5 6



資産の部
固定資産における投資有価証
券の減少16億円を主な変動要
因として、資産合計は、前期末
から9億円減少し、515億円と
なりました。

財務のポイント
負債の部
流動負債における支払手形・工
事未払金等の減少7億円およ
び固定負債における繰延税金
負債の減少4億円を主な変動
要因として、負債合計は、前期
末から10億円減少し、203億
円となりました。

純資産の部
利益剰余金の増加11億円お
よびその他有価証券評価差額
金の減少11億円を主な変動
要因として、純資産合計は前
期末から1億円増加し312億
円となり、自己資本比率は1.1
ポイント上昇し、60.5%となり
ました。

キャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益の
計上20億円を主な変動要因と
して、現金及び現金同等物は、 
前 期 末 から2 3億 円 増 加し、
124億円となりました。

受 注 高 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

テクノ菱和 検索

31,270百万円 28,891百万円 1,986百万円 1,306百万円
＜ 前年同期比 8.6％減 ＞ ＜ 前年同期比 7.2％増 ＞ ＜ 前年同期比 45.0％増 ＞ ＜ 前年同期比 51.1％増 ＞

詳しい情報はウェブサイトヘ

受  注  高  構  成  比

産業設備工事

一般ビル設備工事

当中間期は、緩やかな景気回復基調を
背景に、製造業の設備更新需要が底堅
く推移したことから、医薬品関連施設
を中心に前年同期を上回る受注量を
確保できました。今後も医薬関連分野
を中心とした産業設備の受注シェアを
更に伸ばすとともに、ライフサイクル
一貫ソリューションビジネス体制によ
りお客様との関係強化を推進してまい
ります。

53.8%

40.5%

16,837百万円

電気設備工事
4.0% 1,258百万円

12,656百万円

連結子会社の松浦電機システム株式
会社が発電設備、太陽光発電やLED
照明などの省エネルギー技術の提
案・施工・メンテナンスを実施してお
ります。

当中間期は、前年に大型案件の受注
があった反動から、前年同期比では受
注量は減少いたしました。今後は東
京オリンピック・パラリンピック開催
に向けたインフラ整備や関連施設の
新設・更新需要が本格化してくるこ
とから、積極的な受注活動を推進し
受注の確保に努めてまいります。

16,837

第68期

16,481

第67期

12,656

第68期

16,246

第67期

1,258

第68期

1,092

第67期

18,357

第68期

18,430

第67期

設備改善工事
58.7% 18,357百万円
施設のロングライフ化に貢献するメ
ンテナンス工事と経年劣化した設備
の機能回復や、より効率的なシステ
ムへの見直しを図るリニューアル工
事を中心とした事業分野です。

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

冷熱機器販売
1.7% 518百万円
設備工事に関する空調機器等の販売を行ってお
ります。

（単位：百万円）

連結財務情報 Consolidated Financial Information

2016年9月30日現在

無形
固定資産
189

有形
固定資産
1,911

資産の部
51,527

流動資産
37,994

投資その他の資産
11,432

2016年3月31日現在 2016年9月30日現在

流動負債
18,154

純資産
31,213

固定負債
2,160

負債純資産の部
51,527

2016年3月31日現在

固定負債
2,607

無形
固定資産
220

有形
固定資産
1,943

資産の部
52,491

流動資産
37,439

投資その他の資産
12,888

流動負債
18,717

純資産
31,167

負債純資産の部
52,491

第68期 （2016年4月1日～2016年9月30日）

期首残高
10,159

営業活動による
キャッシュ・フロー

2,480

投資活動による
キャッシュ・フロー

△106

その他
△17

財務活動による
キャッシュ・フロー

△53

2,303百万円の資金増加
中間残高
12,462

貸借対照表の概要 キャッシュ・フローのポイント（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高の推移受注高の推移 経常利益の推移 当期純利益の推移（単位：百万円）（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

売上高（中間期） 売上高（通期）

第67期

58,032

第68期

61,400
28,891

26,952

第66期

54,168
24,244

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

受注高（中間期） 受注高（通期）

第67期

64,547

第68期

59,000

34,221

第66期

57,934
30,388

31,270

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
第67期

3,669

第68期

3,450
1,9861,370

第66期

2,368
446

4,000

2,500

1,500

500

1,000

0

3,500

3,000

2,000

経常利益（中間期） 経常利益（通期） 当期純利益（中間期） 当期純利益（通期）

第67期

2,265

第68期

2,160
1,306865

第66期

1,284
241

2,500

2,000

1,500

500

1,000

0
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機
器
販
売

機
器
販
売

施
工

得意先

空調衛生設備工事業 冷熱機器販売事業

子会社
松浦電機システム（株）※

電気設備工事業

子会社
（株）ダイヤランド

保険代理業

子会社
東京ダイヤエアコン（株）※　菱和エアコン（株）※

（株）アール・デザインワークス
PT.TECHNO RYOWA ENGINEERING※

空調衛生設備工事業

施
工

施
工

機
器
販
売

受
託

外
注
施
工

所 在 地
主要な事業の内容

大阪府大阪市
空調衛生設備工事業

株式会社アール・デザインワークス

所 在 地
主要な事業の内容

インドネシア共和国ジャカルタ市
空調衛生設備工事業

PT.TECHNO RYOWA ENGINEERING※

所 在 地
主要な事業の内容

東京都港区
保険代理業

株式会社ダイヤランド

商 　 　 号

設 　 　 立
資 本 金
上 場
従 業 員
本 社
登記上の所在地

主 な 事 業 所

株式会社テクノ菱和
（英文表記 TECHNO RYOWA LTD.）
昭和24年12月23日
2,746,800,000円
東京証券取引所市場第二部
671名（連結783名）
東京都豊島区南大塚2丁目26番20号
東京都港区芝大門2丁目12番8号

技術開発研究所（東京都世田谷区）
東京本店（東京都豊島区）
千葉支店（千葉県千葉市）
茨城支店（茨城県土浦市）
北関東支店（埼玉県さいたま市）
東北支店（宮城県仙台市）
横浜支店（神奈川県横浜市）
名古屋支店（愛知県名古屋市）
静岡支店（静岡県静岡市）
大阪支店（大阪府大阪市）
中国支店（岡山県倉敷市）
九州支店（福岡県福岡市）
海外事業部（東京都豊島区）

■ 産業設備関連事業
清浄空間を必要とする各種製造工場や研究施設等に
おける空調衛生設備工事を行っております。

■ 一般ビル設備関連事業
事務所、学校および病院等の一般建物における空調衛
生設備工事を行っております。

■ 冷熱機器販売事業
設備工事に付帯する空調機などを販売しております。

■ 電気設備工事業
松浦電機システム株式会社にて、電気設備工事を行っ
ております。

■ 太陽光発電事業
太陽光発電による電力を売電する事業を行っております。

■ 不動産賃貸事業
菱和エアコン株式会社にて、不動産の賃貸業を行っており
ます。

■ 保険代理事業
株式会社ダイヤランドにて、保険代理業を営んでおります。

事業内容
当社グループは、産業用空調、冷暖房、給排水、衛生、電気設備等の
設計・施工管理といった設備工事業ならびにそれらに付帯する業務
を行っております。お客様のビジョンの実現に向けた計画提案、設
計、施工、設備診断、アフターメンテナンスといったワンストップサー
ビスを通じて、お客様を総合的にサポートしてまいります。

会社概要　（平成28年9月30日現在） 企業集団の状況 ※連結子会社

役員　（平成28年9月30日現在）

発行済株式の総数
当中間期末現在の株主総数

金融機関
（6,187,836株 27.0%）

金融商品取引業者
（78,273株 0.4%）

その他法人
（6,203,684株 27.1%）

外国法人等
（993,293株 4.3%）

個人・その他
（9,425,518株 41.2%）

株式数

金融機関
（13名 0.2%）

金融商品取引業者
（21名 0.3%）

その他法人
（154名 2.4%）

外国法人等
（33名 0.5%）

個人・その他
（6,258名 96.6%）

株主数代表取締役社長
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役（ 社 外 ）
取 締 役（ 社 外 ）
取 締 役

黒　田　英　彦
飯 田 亮 輔
知 見 扶 公
楠 本 　 馨
腰 塚 和 男
松　橋　秀　明

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

根　岸　孝　雄
鈴　木　　　孝
星 野 宏 一
黒 田 長 憲
窪 　 和 敏
加 藤 雅 也

取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役（ 社 外 ）
監 査 役（ 社 外 ）

福 士 富 三
岡 田 秀 司
林　　　健一郎
小 栗 章 雄

所 在 地
主要な事業の内容

東京都新宿区
空調衛生設備工事業

東京ダイヤエアコン株式会社※

所 在 地
主要な事業の内容

愛知県名古屋市
空調衛生設備工事業

菱和エアコン株式会社※

所 在 地
主要な事業の内容

大阪府守口市
電気設備工事業

松浦電機システム株式会社※

ご優待内容
ご優待品「特選茶」

株主優待制度のお知らせ
当社株式を決算期末日に100株以上ご所有の
株主様に静岡の新茶をプレゼントいたします。

ご所有株式数1,000株以上 静岡の新茶2パック贈呈
ご所有株式数100株以上1,000株未満 静岡の新茶1パック贈呈

22,888,604株
6,479名

株式の状況

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

テクノ菱和取引先持株会 2,166 9.4

三菱重工業株式会社 1,424 6.2

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,131 4.9

株式会社みずほ銀行 1,131 4.9

東京海上日動火災保険株式会社 906 3.9

株式会社名古屋銀行 738 3.2

明治安田生命保険相互会社 734 3.2

株式会社京葉銀行 723 3.1

テクノ菱和従業員持株会 676 2.9

近重 次郎 672 2.9

大株主

株式の分布状況

会社概要／株式の状況 Corporate Information / Stock Information
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〒170-0005 東京都豊島区南大塚2丁目26番20号
お問い合わせ ＴＥＬ：03-5978-2541

環境に優しい植物油インキ
を使用して印刷しています。

特別口座に記録されている株式は、証券市場での売買を行うことができません（単元未満株式は除く）。また、特別口座で管理されて
いる株式は相続や贈与時のお手続きが煩雑になってしまいます。
ご所有の株式が特別口座に記録されている場合は、証券会社等に一般口座を開設し、特別口座から株式をお早めにお振替え下さい。
詳しいお手続きにつきましては三菱UFJ信託銀行にお問い合わせ下さい。

特別口座をご使用の株主様へ　お早めに株式をお振替え下さい

お手続き 　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

お問い合わせ先 　〒137-8081　東京都江東区東砂7丁目10番11号　TEL:0120-232-711 （通話料無料）

   株主メモ

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

株主名簿管理人および
特 別 口 座 管 理 機 関

同 連 絡 先

単 元 株 式 数

公 告 掲 載 Ｕ Ｒ Ｌ

諸 手 続 き
お 問 い 合 わ せ 先

4月1日から翌年の3月31日まで

毎年6月

定時株主総会　3月31日
期末配当金　　3月31日
中間配当金　　9月30日

東京都千代田区丸の内1丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 
〒137-8081 東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

100株

http://www.techno-ryowa.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、日本経済新聞に公告いたします。）

【住所変更、買取請求その他各種お手続きについて】
●証券会社をご利用の株主様
　お取引の証券会社等にお問い合わせ下さい。
●特別口座に記録された株式をご所有の株主様
　特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社にお問い合わせ下さい。

【未受領の配当金について】
　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。


